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教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録                
 

 

 

 

 

 

 

 

書  記 菊 池  亮   

書  記 鈴 木 和賀子  



塩竈市教育委員会定例会会議録 

◆日 時   平成 28年 1月 12日（火） 午後 2時 00分～午後 2 時 35 分 

 

◆場 所   壱番館 3階共用会議室 

 

◆出席委員 

委 員 長 柴田 仁市郎 委員長職務代行者 太田 忍 

委 員 山田 達磨 教 育 長 髙橋 睦麿 

教 育 長 髙橋 睦麿   

 

◆欠席委員 

   委     員 池野 暢子 

 

◆事務局 

教 育 部 長 菅原 靖彦 教育総務課長 渡辺 常幸 

学校教育課長 髙橋 義孝 生涯学習課長 本田 幹枝 

市民交流センター館長 伊東 英二 教育総務課総務係長 菊池  亮 

教育総務課専門主査 鈴木 和賀子   

 

 

◆定例会次第 

1 開会 

2 前回会議録承認 

3 会議録署名委員の指名 

4 議案 

①議案第 17号 塩竈市スポーツ推進審議会の委員の任命について 

5 教育部長報告 

①塩竈市震災復興計画の関連事業等について 

②市議会定例会等について 

6 その他報告  

  ①いじめ防止に向けた取組について 

  ②施設分離型小中一貫教育の構想について 

  ③平成 28年塩竈市成人式について 

  ④「第 62回文化財防火デー」に伴う鹽竈神社消防訓練について  

7  閉会 



1 開会             午後 2時 00分 

 

2 前回会議録委員の署名 

  山田委員から報告、承認 

 

3 会議録署名委員の指名 

  太田委員と髙橋教育長を指名 

 

4 議案  

(1)本田生涯学習課長から、以下のことについて報告 

  ①議案第 17号 塩竈市スポーツ推進審議会の委員の任命について 

 

 〔主な質疑〕 

    ・柴田委員長 任期が短いのですが理由はありますか。 

・本田課長 前任の委員の退任に伴うもので、特段の理由はありません。 

・柴田委員長 今回の任期後は、そのまま継続するのでしょうか。 

・本田課長 今回の任期満了日で、全ての委員の委嘱となりますので、

推薦団体から再度ご推薦を頂戴できればと考えております。 

 

5 教育部長報告 

(1)菅原教育部長から、以下のことについて報告 

①塩竈市震災復興計画の関連事業等について 

 

〔主な質疑〕 

 なし 

 

(2)菅原教育部長から、以下のことについて報告 

②市議会定例会等について 

 

 〔主な質疑〕 

    ・山田委員 市議会で「学校事務の共同実施の見直しを」という質疑が

ありましたが、具体的にどのような質問だったか。 

   ・菅原教育部長 学校事務は、学校事務官が県職員として学校に１名ず

つ配置されていたが、各校１名配置であると事務の安定性に欠くため

共同できるところは共同にすべきとの文科省の指導が従来から行われ

ていた。本市においては、それをふまえ昨年４月から学校事務官を拠

点ごとに市内に２校設定し、そこで学校事務官が共同で事務をしてい

くという体制にしている。今回の質問は、それについて従来の 1 校１

名体制に戻すように、という質問だった。 

共同事務については、学校給食の収納率の向上など実績も効果も上



げているが、一方ではアンケート等を行いながら現状での課題を踏ま

え改善を加えながら取り組みたいと考えている。 

   ・髙橋教育長 職員組合での反対から事務の共同実施の集中方式に反対

という話がでた。この取組が始まる１年前から共同事務のねらいの周

知やマニュアルなどを整備して取り組んできており、事務職員の仕事

は学校事務であって、行事等の人員や電話番・留守番ではないという

事についてご理解をいただいてきた。事務の共同実施は、事務の効率

化と事務職員の資質向上、この２つが大きな狙いである。また、時間

があれば先生方の多忙化解消にむけての業務につく。集金事務も共同

推進室で行い、小学校の先生方が現金を扱う事をなくした。非常に評

価できる事ではあるが、なかなか実感してもらえない現状がある。説

明とご協力をいただけるようにしていきたい。 

   ・山田委員 学校図書の充実について、実際、学校の図書室というのは

常に開いている状態なのか。子どもがいつ図書室に行きたいと思って

も入れる状態なのか。 

   ・渡辺教育総務課長 朝の時間を利用した読書活動、授業での調べ物学

習等に図書室を利用したり、学級図書を教室に持ってきたりと様々に

工夫している。児童生徒に多くの図書に親しんでもらえる様に出来る

だけ利用に努力しているようである。学力向上の取組の中でも図書を

利用した授業も時々設けている。学校の先生方からは、図書の支援員

と図書を購入するための予算も含めて充実して欲しいという要望があ

る。 

   ・山田委員 予算的なものもあるが、専門の司書やそれをお手伝いでき

る地域のボランティアの協働で、利用できる様になったら良いと思う。 

   ・髙橋教育長 実際本を借りるのは放課後である。その時にそのような

方がいて対応出来ると良い。 

   ・太田委員 図書整備員というのは司書とは違うのか。 

   ・髙橋学校教育課長 司書資格を持っている方ではない。緊急雇用創出

事業として、非常勤職員として市で募集し雇用している。この事業は、

今年度限りである。図書館の専門の方というのはなかなか難しいが、

何かの業務内容を兼ねた方向で考えている。 

   

6 その他報告 

  (1)髙橋学校教育課長から、以下のことについて報告 

  ①いじめ防止に向けた取組について 

  ②施設分離型小中一貫教育の構想について 

   

     〔主な質疑〕 

    なし 

 



  (2)本田生涯学習課長から、以下のことについて報告 

   ③平成 28年塩竈市成人式について 

   ④「第 62回文化財防火デー」に伴う鹽竈神社消防訓練について 

  

    

〔主な質疑〕 

    なし 

 

7 閉会   午後 2時 35分    

 

  

 

 



≪会議録署名委員≫ 

２番委員 

（太田委員） 

 

 

 

５番委員 

（髙橋教育長） 


